
 

嚥下やそしゃくの力は運動機能の発達と大きく関わっています。離乳食を始める目安は 5～6 ヵ月頃とされています

が、それ以前の発達過程も大きく関わっています。４ヵ月頃から始まる玩具をつかんだり、なめたりする、その行動が

手づかみ食べの第一歩ともいえます。 

 

 

 

 

しらゆり食育＆栄養通信  ５月 

～運動機能と食べる機能のつながり～   

支えると座ることができる 

 

ずり這いが始まると、舌を使って食べることができるよ

うになるため、口に入った食べ物が溢れ出ることが少

なくなる。 

 

 

 

5 か月頃 
腹ばいで回旋する 

7 か月頃 腹ばいで前進する（ずり這い） 

 

６か月頃 

器の中の食べ物にしっかり意識が向き始

める。まだ手の使い方が下手なので、口

の周りに食べ物をぐちゃーっと押しつけなが

ら食べることが多いが、少しずつ親指と人

差し指でつかもうとする様子が見られる。 

指先ではなく手のひらで食べ物をつかも

うとするので、小さい物はつかめない。

手でぐちゃぐちゃするだけだが、手指の感

覚や巧緻性を広げていく上で大切。 

ずり這いにスピードが出てくる 

肘を床から浮かせ、手のひらで這う 

→顎の上下運動、カミカミできるようになる。 

ハイハイを始める。 

→ハイハイを通して顔の筋肉を強めていく。持

続的に噛めるようになる、すなわち、噛む力を

つけるためにはハイハイが大切。 

 

８～9か月頃 

 

社会福祉法人真生会 白百合ベビーホーム 栄養・調理部門 

☆自分で食べることができるようになるためには、

遊び食べのようにみられるような行動も大切な成

長過程といえます。子どもの発達には個人差が

あります。日々の関わりの中で発達の具合をよく

見て、個々のペースで進めていきましょう。 

 

 

うつ伏せになった時に、ひじや

手のひらを床について頭を高

く上げられようになるとスプー

ンで食べ物を口に取り込み、

うまく飲み込める。 

この時期の認識力では、器と器の

中身が分離していないため、お皿

をひっくり返すことも多い。 

9～11か月頃 

 

手づかみから手つまみへ移行。指

先でつまんだものを拾い上げる。 

歩行を急ぐよりもハイハイを十分さ

せることが大切。 

12～18 か月頃 

 
親指と人差し指でつかめるようになる。ボタンをつ

まむ、紙をちぎる、なぐり書きをする、なぐり書きは

腕を動かす練習。食具食べの上達につながる。身

の回りの物に興味を示す。触る、落とす、混ぜる、

引っ張る、物を落として投げ、拾うと落とす、ティッ

シュを引き抜く、ゴミ箱をひっくり返す「いたずら」に

見えることも物を認識する重要な発達過程。 

食後の後片づけを楽にする方法 

床：いすの下にレジャーシートや新聞紙を敷く。 

服：防水エプロンやスリーブ付きのビブを使う。 

テーブル：シリコンマットを敷き、マットごと洗えるようにする。

★便利グッズを上手に取り入れ、自分で食べる経験を沢

山させてあげましょう。 


